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＜Webセミナー：賃金実務シリーズⅦ＞

最低賃金速報と企業の対応
～賃金クライシスから賃金デザインへ～

株式会社日本人事総研
森 崇
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2025年8月4日 （中央最低賃金審議会：最低賃金の目安）

 都道府県審議会での上乗せは？

 地域格差是正は？

 最安地域からの脱却

 1,500円までの道のりは…

１．最低賃金速報

Aランク

63円UP

東京・神奈川・埼玉・千葉・愛知・大阪

北海道・宮城・福島・茨城・栃木・群馬・新潟・富山・石川・福井・山梨・長野・岐阜・静岡・
三重・滋賀・京都・兵庫・奈良・和歌山・島根・岡山・広島・山口・徳島・香川・愛媛・福岡Bランク

Cランク 64円UP 青森・岩手・秋田・山形・鳥取・高知・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄
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2021年10月 最低賃金28円UP × 170時間 = 4,760円
↓

2022年4月   ベースアップ 1,864円
↓

2022年10月 最低賃金31円UP × 170時間 = 5,270円
↓

2023年4月   ベースアップ 5,983円 
↓

2023年10月 最低賃金43円UP ×170時間 = 7,310円
↓

2024年4月   ベースアップ 10,694円 
↓

2024年10月 最低賃金51円UP × 170時間 = 8,670円
↓

2025年4月   ベースアップ 11,727円
↓

2025年10月   最低賃金63円UP ×170時間 ＝ 10,710円
↓

2026年4月   ？？？

※170時間はフルタイム勤務した場合を想定時間です

4月と10月をセットで対応 & 同一労働同一賃金へ対応

２．最低賃金（時給者）とベア（月給者）の賃上げ推移
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＜新しい資本主義の グランドデザイン及び実行計画 2025年改訂版より＞

毎年 10,000円 の賃上げで、近い将来 250,000円 へ

３．今後の賃上げシナリオ（想定）
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A社「最低賃金上昇により人件費がどのくらい上がるかシミュレーションしてほしい」

⇒ 今後 3 年間のシミュレーション（10月…4月…10月…4月…10月…4月）

B社「基本給が最低賃金を下回るので、賞与を取り崩して基本給にもっていきたい」

⇒ 特効薬にはなるが、一時しのぎであり、いずれは賞与全てが飲み込まれる可能性

⇒ 時間外労働関係手当の基礎額がUPする（生産性向上とセット／固定残業手当は…）

C社「同じ仕事をしていて毎年1万円上がるので社員の成長意欲が低下する（管理職に

なりたくない層が更に増える）

⇒ メッセージ性のある報酬

⇒ 等級グレード・評価・育成…

 賃金設計 ⇒ 賃金デザイン

 パズル ⇒ メッセージ

 オーソドックス ⇒ フレキシブル

４．最低賃金上昇にともなう企業の悩みと対応策
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